
静大図書館

2025.10 No.56

【事前予約不要！図書館員によるショートセミナー】

10月30日(木) 12:45-14:15

集合場所：静岡本館4階ラウンジ
11月6日(木) 12:00-12:20

詳細・申込は静大図書館Webサイトから！
        所属キャンパスを問わず

静大所属の方ならどなたでも参加できます。
https://www.lib.shizuoka.ac.jp/support/seminar/

後学期図書館セミナー 2025

【英語論文の投稿準備と出版の基本：出版社の立場から】

静岡

オンライン

静岡
浜松

【物質・反応情報・文献・特許を調べる】

11月6日(木) 基礎編 12:45-14:15
中上級編 14:25-15:55

会場：情報基盤センター静岡計算機実習室1

会場：浜松分館2階セミナールーム

11月13日(木) 14:25-15:55 

お申込みは下の
二次元コードから

SciFinderセミナー
サイファインダー

20分でめぐる！図書館書庫ツアー

科学英語論文セミナー〈Elsevier〉 
エルゼビア お申込みは下の

二次元コードから

〈化学情報協会〉

静岡

浜松
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― 学部生の貸出冊数が7冊に増えています ―
 
 現在、学部生の貸出冊数を7冊に増やす試行を行っています。
大学院生、教職員、名誉教授の方も、静岡本館の開架図書を
 7冊まで借りることができます。
試行期間等の詳細は二次元コードからご確認ください。

静大図書館2025年10月～12月
静岡本館

浜松分館

図書館Webサイト
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Books 

A little 

Q: 10 月発売の雑誌なのになぜ 12 月号？ 
A: 鮮度をアピールするためです。 

例えば毎月 16 日発売の月刊誌で、11 月 15 日に   

「10 月号」が売られていたら、最新号なのに古く見え  

てしまい、読者の購買意欲が下がります。         

そのため出版者は未来の日付を雑誌に記載します。 

しかし遠すぎる未来だと混乱を招くので、日本雑誌協  

会により「月刊誌は 45 日先まで、週刊誌は 15 日先ま 

でを許容」という旨の基準が設けられています。 

Q: 版(はん)と刷(すり)って？ 
A: 「版」は内容のバージョン、     

「刷」は印刷単位です。 
木版画の板の方を想像してください。これが「版」です。                        

その版で最初に刷ったものが「第一刷(初刷)」。売れそうな

本だと、第一刷の時点で何万部も刷ります。              

その後、同じ版でもう一度刷ったら「第二刷」です（新た

に刷ることを「増刷」「重版」等といいます）。 

その後、内容修正や加筆をしたい箇所が出てきたので、版

を作り直しました。それが「第二版」です（ 「改訂版」「新

版」等と呼ぶこともあり）。同じタイトル・著者であって

も、最初の版とは別の本とみなされます。                        

第二版で最初に刷ったものは「第二版第一刷」です。   

参考文献に版表示（和書は「版」、洋書は「Edition」）があ

ったら、参考文献リストには必ず版まで記載しましょう。 

Q: 裏表紙にある色々な英数字は何？ 
A: 本の識別・流通に関する番号です。 

裏表紙には、各種番号がまとめて記載されています。 

この中で、文献を探す時に活用すると良いのが「ISBN(アイ

エスビーエヌ)」。世界中で使われている書籍の識別番号で、

これにより素早く正確に本を特定できます。 

Q: 品切れと絶版は違うの？ 
A: 「品切れ=今無い」「絶版=もう作らない」です。 

出版者にその本の在庫が無い状態が「版元(はんもと)品切れ」です。    

在庫はありませんが、また作られる可能性が残っています。（とは  

いえ「品切れ・重版未定」となると、その可能性は低いのですが…。） 

「絶版」は出版者によって「もう作らない」と決定された状態です。 

売れ行き不調だったり、著者の請求があったりして、出版者がその 

本の出版権を手放した時に「絶版」となります。         

現代の版はデジタルのため、物理的に「絶つ」イメージは薄いので 

すが、昔は版木を壊したり組版をばらして絶っていたそうです。 

図書館では「出版者」という言葉を使います。 

 

 

出版事業を行う企業（出版社）だけでなく、 

個人・団体・大学なども本を出版しているためです。 


	NL56発注1-4
	スライド番号 1

	NL56発注2-3

